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 論  文  名：Predictive Factors for Rebleeding after Negative Capsule Endoscopy 

among Patients with Overt Obscure Gastrointestinal Bleeding 

      （原因不明の消化管出血における再出血の予測因子） 
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論  文 内 容 の 要 旨 

 

 カ プ セ ル 内 視 鏡 検 査 （ CE） は 、 原 因 不 明 消 化 管 出 血 （ OGI B） の 評 価 に 有 用

で あ る が 、 CE は 顕 性 の OGI B 患 者 の 原 因 病 変 を 常 に 特 定 す る と は 限 ら な い 。

そ こ で 、 顕 性 の OGI B 患 者 で CE 施 行 後 も 出 血 源 が 不 明 で あ っ た 症 例 の 再 出 血

を 予 測 す る 因 子 の 特 定 を 目 的 と し た 。 顕 性 の OGI B の た め に CE を 受 け た 22 1

人 の 患 者 の 臨 床 デ ー タ を 遡 及 的 に 分 析 し た 。  CE 所 見 が 陰 性 の 12 0 人 の 患 者

の う ち 、CE 後 の 112 人 の 患 者 の 臨 床 経 過 を 追 跡 し 、再 出 血 に 関 連 す る 臨 床 的

要 因 お よ び 再 出 血 の 原 因 と な る 病 変 を 調 査 し た 。CE 所 見 陰 性 後 の フ ォ ロ ー ア

ッ プ 中 に 37 人 の 患 者（ 33 . 0％ ）で 再 出 血 が 確 認 さ れ 、CE 所 見 陰 性 後 24 か 月

以 内 に 36 人 の 患 者 （ 32 . 1％ ） が 再 出 血 を 発 症 し た 。 多 変 量 解 析 で は 、 顕 性

の 消 化 管 出 血 か ら 24 時 間 以 内 に CE 施 行 が 必 要 と 臨 床 医 が 判 断 し た 症 例 お よ

び 初 回 の CE で 重 度 の 貧 血 が 、 再 出 血 に 関 連 す る 独 立 し た 因 子 と し て 抽 出 さ

れ た 。再 出 血 源 は 13 人 の 患 者 で 同 定 さ れ た 。CE 所 見 陰 性 で あ っ た 顕 性 の OGI B

患 者 に つ い て 再 出 血 は 稀 で は な い 。 出 血 か ら 24 時 間 以 内 に CE の 施 行 が 必 要

と 臨 床 医 が 判 断 し た 患 者 、ま た は 重 度 の 貧 血 の あ る 患 者 は 、CE 所 見 陰 性 後 の

再 出 血 の リ ス ク が 高 い と 考 え ら れ る 。  

 

 

  



 


